
平成３０年度　鳥栖市立田代小学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●学力の向上

・基礎学力の定着

・校内研究の推進

・読書習慣の定着

・田代タイム充実させ，基礎・基本の定着
に努める。
・夏季休業中に，学習状況調査の結果分
析を全職員で行い，本校の課題を共有し
授業改善を図る。
・家庭学習の手引きを配布し，家庭への
啓発を行い家庭学習の充実に努める
・各教師が「授業づくりのステップ１・２・
３」のステップアップさせ，授業力の向上を
図る。
・講師を招聘し，年３回の全校授業研究
会を実施する。また，３回のグループ研究
会を実施する。

・読み聞かせグループ「よつばの会」と連
携し読み聞かせを充実させる。
・学年ごとに「読んでおきたい30冊」を配
布し読書の質的向上を図る。
・２か月に１回は，おすすめの本を紹介す
る。
・図書館祭りを２回開催し，様々な本に対
する興味・関心を高めさせる。

・12月調査では，12教科中で県平均を上回ったのは2教科にとどまった。ま
た，おおむね達成の基準を上回ったのは7教科だった。特に4学年の下位群
の児童の底上げが急務である。
・ふりかえるくん調べを毎学期１回ずつ学習に関する振り返りを行ったが，達
成率は十分ではなかった。児童の意識を高めたり，家庭の協力を得たりしな
がら，継続して取り組めるような手立てが必要である。

・今年度は，「話すこと・聞くこと」の研究の１年目になるが場の設定や教材
の工夫など授業改善に取り組んだ結果，話す技能が身に付き全体的に「発
表しよう」とか「話し合おう」という児童の関心や意欲が高まった。さらに，児
童の意識調査より学び合いで考えが深まったと実感している児童が，高学年
を中心に伸びた。
・共感的に聞いたり，質問したり感想を述べたりする積極的な聞き方には，ま
だ課題が残った。

・今年度は計１２回，よつばの会による読み聞かせを実施した。
・「読んでおきたい３０冊」は，配布したが，児童によって読書量に差があっ
た。
・図書委員会の児童が作成したPOPを掲示し，紹介することができた。
・昨年度までとイベントの内容を変えながら図書館祭りを計３回実施すること
ができた。

・12月調査の結果から，4月調査に向けて更なる基礎基本の定着に力を入れる。そのために，テスト等
の評価を細かくチェックし，その評価を生かしながら継続して指導を行う。また，日頃から類似問題にも
取り組ませ，問題に慣れさせて対応できるようにする。TTの活用についても，より効果が高まるよう児
童の実態に沿って対応する。
・年度当初に，全職員が本校の学習のきまりについて共通理解をして，同じように指導できるようにす
る。また，学習のきまりが守れているかのチョックを，随時行うようにする。家庭学習については，引き
続き家庭の協力が得られるよう，啓発に努める。

・国語の「話すこと・聞くこと」の領域を継続して研究していく。学習内容の系統性を全職員で共通理解
することで発達段階に応じた指導法の改善や児童の実態に合った教材の開発など工夫をする。
・国語で培った「話す・聞く」能力を，他教科や特別活動などにも生かされるように，カリキュラムマネー
ジメントを充実させる。
・基本的な学び方を，全学級で徹底させることで，日常の「話す・聞く」態度を養わせる。
・朝のショートの時間（田代タイム）を充実させ，「話す聞くスキル」の継続的な指導をする。

・引き続き連携をし，読み聞かせの充実を図る。
・スタンプラリーを実施するなど，「読んでおきたい３０冊」を意識させる取組や，３０冊の本の選定につ
いても検討する必要がある。
・今年度は図書館閉館により，おすすめの本紹介を何度も行うことができなかったため，来年度以降
回数を増やしていきたい。
・１回の図書館祭りでイベントをたくさん実施したため，イベント内容を検討し児童の興味・関心を高め
るような図書館祭りにする必要がある。

○特別支援教育の充実

・個に応じた指導の充実

・校内支援体制の充実

・中原特別支援学校鳥栖田代分校と
の交流推進

・個別の指導計画が現在作成されている
児童については，夏季休業中に見直し，
必要事項を記入する。また，新規に作成
が必要な児童がいないか検討し，必要が
あれば作成する。

・「教室掲示，学習のきまり」を全職員共
通理解のもと実践する。
・夏季休業中に講師招聘し，UDを生かし
た授業づくりについての研修を行う。
・特別な配慮が必要な児童の研修を，事
例を交えて話し合い，全職員が周知でき
るようにする。

・学校行事だけでなく，昼休み等交流でき
るようにする。
・教師間での定期的な話し合いを持つ。

・個別の指導計画が必要な児童は，それぞれの担任に声かけを行い，５月ま
でに作成することができた。夏休みの全児童分見直しを行い，必要に応じて
加筆修正を行った。今後，個別の指導計画を書いたことがない担任に対し，
書き方の研修が必要であると考える。
・ＵＤ教育は，「田代小学校　教育のユニバーサルデザイン化」として，教室環
境・学校のきまり・授業のＵＤ化の三項目を全クラスで統一できるように，提
案し，共通理解を図った。ただ全クラス統一できていない部分があるので，定
期的に職員の振り返りを行い，徹底を図る。
・夏季休業中，教育センターの先生をお招きして「すべての児童生徒が学び
やすい環境作りに向けて」をテーマに講話をしていただいた。学習に対する
対応の仕方を具体的な事例を通して話をしていただいたことで，職員の意識
が高まった。
・昨年より，交流する行事を一つ多くすることができた。また，特別支援学級
では，分校の児童が毎日昼休み遊びにきており，行事以外でも交流すること
ができた。職員間は，分校主催の研修会で，分校の見学をしたり，教材教具
について話を聞いたり，田代小の公開授業に参加していただいたりして，職
員間の交流が密になった。今後も，児童間だけでなく，教師間の交流も深め
ることが大切である。

・個別の指導計画の作成が必要な児童が各クラスに一人以上いる現状である。どの職員も書くことが
できるように校内で研修会を行う必要がある。

・ＵＤ教育に関して，授業のやり方のＵＤ化を進めて言う必要がある。研究主任，研究推進委員会と連
携しながら考えていく。

・田代分校と合同研修や研究授業参観等の機会を増やし，職員同士の関係作りを行っていきたい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●心の教育

・人権・同和教育の充実

・豊かな体験活動の積極的導入

・自己有用感をもち，互いを尊重する
集団づくり

・年１回以上，全学級で保護者が参
加する「ふれあい道徳」の授業を行
う。

・全学年で栽培活動や交流活動を行
う。

・自分のよさが言える児童の割合
100％をめざす。
・マナー教室を開催する。

・「ふれあい道徳」を全学級実施し，資料に沿って保護者とともに生き方を考
える考えるきっかけをつくることができた。さらに日常の道徳の授業も
・平和集会と人権集会をそれぞれ実施し，平和や人権委ついて考える場を設
定することができた。
・花いっぱい運動では，園芸委員が育てた花を田代地区町づくり推進セン
ターに贈り，喜んでもらえた。
・地域の人材を全学年で活用した。－ＪＡ田代支所の方，コスモスの園の方，
地域の農家の方，サガン鳥栖の選手など
・「ぽかぽか通り」を設置し，友だちの良いとこ路を見つけて掲示巢ロ取り組
みを２回行うことができた。
・マナー教室を，２回行い児童の自己肯定間・有用間を味あわせることがで
きた。

・左記の取り組みについては，いじめの早期発見のために効果があると思われるので，今後も継続し
て取り組みたい。しかし，いじめの事例研修など事前の計画を実施できなかったもののあるので，それ
らが実施できるように計画を立てる必要がある。また，アンケートについては保管したり，対応した記
録を残したりすることを自年度は実施したい。，

●いじめの問題への
対応

・早期発見への取り組みの充実

・早期解決と再発防止へ向けた取り組
みの充実

・いじめ・命を考える日に全クラスアン
ケートを行う。

・アンケート結果の共有といじめ防止
対策委員会の機能強化を図る。

・いじめに関する職員研修を年3回行
う。

・４月に毎週水曜日の「子ども支援連絡会」で，定期的に教育的配慮を要す
る児童に関わる情報や，生活面の課題を報告し合うことを決定し，年間継続
して全職員で共通理解を図りながら指導にあたる体制を作ることができた。

・４月にＱＵテストを行い，その活用についての研修も行った。

・左記の取り組みは児童の心の教育に効果があると澪められるので，今後も継続して取り組みたい。
また，さらに効果的なもの亥するための方策を今後も検討して取り入れていきたい。

・ＱＵテストについての研修は行ったが，その活用についての具体的な事例を葉博しきれていなかっ
た。どのような場で，活用するかを検討するように考えていきたい。

○生徒指導・教育相
談の充実

・全職員で見守る，校内体制の構築

・規律ある生活習慣づくり

・あいさつの励行取り組みの充実

・清掃活動の充実

・児童支援連絡会を週1回開催する。

・月の生活目標を提示し，常に意識
した指導を行い，目標を守れた児童
の割合90％以上をめざす。

・「元気にあいさつできる」児童の割
合が95％以上をめざす。

・清掃用マスク着用率が９０％以上を
めざす。
・素早く清掃活動に取りかかる学校を
めざす。

・児童支援の連絡会を毎週実施できた。全職員で見守っていくための共通理
解が図られた。

・目標の９０％はおおむね達成できた。毎月初めの生活朝会で，その月の目
標を担当が分かりやすく発表し，校内にもいたるところに掲示することで意識
付けができた。

・げんきにあいさつできる児童が増え目標はクリアできた。
・あいさつ運動を各学年で実施することを，１０月に提案し各学年に割り当て
て実施した。

・新しいトイレの清掃マニュアルをつくり，使い方の共通理解と全校への指導
をすることで，学校全体の意識を高めることができた。
・一部に縦割り掃除を実施できた。

・課題を抱えた児童へは，すべての先生が見守っているという意識を持たせなければならない。そのた
めの手段を考えていくことが必要である。

・校内でのあいさつはよくできるが，校外でのあいさつに課題が残った。
・あいさつ運動を行い全校的に挨拶が広がってきつつあるので，次年度は１学期から継続していきた
い。

・今後も引き続き，きれいにトイレを使っていくための指導を継続していく。
・児童の掃除に対する意欲を高めるイベント等委員化の児童とともに企画していきたい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○安全・安心な学校づくり
・安全指導の徹底と危険予知・回避能
力の育成

・交通安全教室や防災，不審者避難訓練
を通して危機管理意識を高める。
・週１回の地区別下校で交通安全の意識
を高める。
・ヘルメット着用強化月間を設定して，着
用を呼びかける。
・毎月１５日に防犯ブザー点検を行い，所
持していない児童には指導を徹底する。

・交通安全教室や不審者対応避難訓練を通して，危機管理の意識は高まっ
た。今後はより実践的な訓練が必要である。

・毎月調査，点検をすることで，ヘルメット着用率は９３％，防犯ブザー所持率
は９３％（機能率９１％）であった。今後も児童や保護者への注意喚起が必
要である。

・不審者対応の職員研修を行ったり，避難訓練を休み時間に行ったりする。

・防犯ブザー所持やヘルメット着用については，毎月全学級児童を対象に確実に調査，点検を行う。調
査結果を生活朝会などで報告し，注意を呼びかける。

●健康・体つくり

・健康増進に関する実践意欲の向上

・運動習慣の改善や定着化

・栄養教諭が授業で指導できる時間をで
きるだけ確保する。

・朝食喫食調査を２回行い，意識を高め
る。
・スポーツチャレンジランキングで，今まで
に取り組んだことない種目へ積極的に参
加する。
・外遊び奨励の呼びかけ放送を行う。

・給食の残渣率はH28は2.6％，H29は2.5％，H30の1学期は2.3％，2学期は
2.3％となっており，1学期から3学期になるにつれて下がる傾向にある。その
ため，今年度も前年度並みかそれ以下と考えられるが，残渣率としては，現
状維持でよいと考える。

・朝食喫食率を調査したが，食べたものの内容によって食べたかどうかの判
断が難しかったので，朝食の内容を調査し，バランス良く朝食を食べる児童
の割合を高める必要がある。

・全校でドッジボールラリーや８の字チャレンジなどのスポーツチャレンジに取
り組んだり，外遊び奨励の放送を年間を通して行ったりすることができた。児
童にアンケートを取ったところ96％が外遊びが好きで昼休みに遊んでいると
回答していた。

給食残渣率としては，現状の対応を継続する。

・栄養教諭に入ってもらって低・中・高で授業を実践する。（できれば授業参観時）
・朝食の内容が分かる調査を行う。
・県・市の実践カードの活用，便り等での家庭への啓発を促す。

・取り組んだことないスポーツチャレンジの種目が他にもたくさんあるので，積極的に参加するようにす
る。
・運動好きな児童の割合を上げるために委員会活動などを利用して学期に1回程度イベントを行うよう
にする。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

●業務改善・教職員
の働き方改革の推進

・教職員の連携促進

・指導部会を再編し，部会内の業務を整
理する。

・行事の担当を分散し，個人にかかる負
担を平準化する。

・指導部会を再編し，部会内の業務を整理した。指導部会を業務改善の場と
位置付け，行事等の内容の見直しにあたった。

・行事の担当を分散し，個人にかかる負担を平準化しようとしたが，部会に
よってはそれがうまくいかないこともあった。

・これまでどおり，指導部会は業務改善の場とし，業務の効率化を図っていく。

・行事担当を見直し，効率的な運営ができるようにする。

○学校経営方針 ・学校経営ビジョンの周知

・全校朝会やＰＴＡ総会，学級懇談会等で
学校目標を児童，保護者に確認する場を
多くとる。
・学校だよりやＨＰ等及び地域の各種会
議に於いて，周知する。

・児童の認知度はかなり高いが，保護者や地域の方の認知度は，目標には
達していない。

・学校だよりや各種会合で周知することをこれまで以上に多くしていく。

○開かれた学校づくり
・家庭や地域社会との連携

・情報公開

・各種団体の会合へ積極的に参加し，人
材発掘に努める。
・学校便りを地域に配布回覧したり，ホー
ムページを更新したり，報道機関への投
げ込をしたりして情報を積極的に発信す
る。
・地区の各種会議，区長会や民生児童委
員会，地区懇談会，ＰＴＡ役員会等で，情
報を発信・収集する。

・各学年地域の人材を活用した，授業をすることができた。

・各種団体や地域へ積極的に足を運び，情報収集ができた。

・ホームページ更新や学校だより発行は目標どおりできた。地域の方から見
てますよと声をかけて頂くこともあった。

・今後もこれまでどおり地域に開かれた学校づくりに取り組んでいく。

・ホームページにはどんな情報が欲しいか，保護者へアンケートを取るなどして内容を充実させていき
たい。

●は共通評価項目，○は独自評価項目

具体的目標

達成度

B

A

B

達成度

教

育

活

動

・年１回以上，全学級で保護者が参加
する「ふれあい道徳」の授業を行う。

・全学年で栽培活動や交流活動を行う。

・自分のよさが言える児童の割合100％
をめざす。
・マナー教室を開催する。

「共に学び　心豊かに　たくましく生きる児童」の育成

　～　かしこく　　やさしく　　たくましく　～

①教師の指導力を高め，個に応じたきめ細かな指導を充実させ学力向上を図る。
②人権教育，道徳教育，生徒指導，教育相談の充実を図り，思いやりのある豊かな心
を育てる。
③安全教育，健康教育の充実を図り，健康増進と体力の向上を図る。

教

育

活

動

・危機管理マニュアルを見直し，危機に際し
ての動きが迅速にできるようにする。
・児童の交通事故０件をめざす。
・ヘルメット着用率90％以上をめざす。

・防犯ブザー所持率９５％以上をめざす。

B

③安全教育，健康教育の充実を図り，健康増進と体力の向上を図る。

具体的目標

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

達成度

B

A

②人権教育，道徳教育，生徒指導，教育相談の充実を図り，思いやりのある豊かな心を育てる。

具体的目標

教

育

活

動

学

校

運

営

・学校運営を組織的に行い，業務の効率化
と分散化を図ることによって，質の高い業務
内容をめざし，なおかつ個人負担を軽減す
る。

・目指す児童像「かしこく　やさしく　たくまし
く」を保護者，児童の認知度を９５%，区長，
民生委員の認知度を９０%にする。

①教師の指導力を高め，個に応じたきめ細かな指導を充実させ学力向上を図る。

具体的目標

・12月の県調査で全学年県平均を上回る。
・学習のしつけ「チャイム着席100％」「呼ば
れたら返事をする95％」をめざす。
・家庭学習の量や質を向上させ，学年目標
（１～３年30分程度・４～６年学年×10分）を
９０％以上がクリアできるようにする。
・「授業が分かりやすい」「授業が楽しい」と
思う児童の割合，95％以上をめざす。

・授業中の話し合う活動を充実させるため
に，校内研の主題を国語科の「話すこと・聞く
こと」し，全職員が研究授業に取り組み，授
業力向上を図る。

・本に親しむ習慣を身に付けさせる。
・おすすめの本を紹介することで，量より質
の高まりをめざす。

・個別の指導計画の見直しと新規作成を行
う。

・UDを生かした支援と授業づくり

・校内教育支援委員会を定期的且つ必要に
応じて迅速に開催する。

・中原特別支援学校田代分校との交流を充
実させる。

A

達成度

B

B

本年度のまとめ
・校内研究を算数から国語へ変更し，児童の課題である表現力の育成に取り組んだ。教科を一つに絞り，全員が同じテーマで研究を重ねたことで，児童の中で「学び合いで考えが深まる」という意識が高まってきた。
・「子ども支援連絡会」での情報共有や保護者，児童からの訴えを学級，担任のみの課題とせず，人権同和主任，教育相談主任，生徒指導主任，教務主任，管理職がすくに協議，対応体制を編制して，問題の早期解決に当たった。そのため学校組織として危機管理意識が高まった。
・学校ＨＰや各種だより，各種会合において常に教育活動や学校運営等を発信し，理解と協力を求めたり地域人材を活用したりすることで開かれた学校づくりに取り組んだ。
次年度の取組
・学年によっては，基礎学力の定着に課題が残った。「授業づくりのステップ１・２・３」の徹底を図っていきたい。
・運動，体力テストの結果より課題がみられた。県のスポーツチャレンジ事業を体つくり部会を中心に推進しながら，体力の向上に向け他の取組等を検討し，全校的に取り組んでいく。
・学力向上むけ，「田代タイム」をさらに充実させる。「田代小学校　教育のユニバーサルデザイン化」を提案し，UD教育の充実を図ってきたが，全職員での足並みがそろっていない部分があるのでそこを改善していきたい。
・「子ども支援連絡会」を今以上に情報共有の場として，問題の再発防止や未然防止，早期発見の場とできるような場とし，危機予測力を高めていく。

・地域人材の活用を年間６回をめざす。

・学校ホームページ更新を週に3回以上行
う。

・学校便りの発行を月2回以上行う。

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

３　目標・評価

・給食残渣を前年度以下をめざす。

・朝食喫食率95％をめざす。

・「昼休み外で遊ぶ」児童の割合90％をめざ
す。

B

・いじめ・命を考える日に全クラスアン
ケートを行う。

・アンケート結果の共有といじめ防止対
策委員会の機能強化を図る。

・いじめに関する職員研修を年3回行う。

・児童支援連絡会を週1回開催する。

・月の生活目標を提示し，常に意識した
指導を行い，目標を守れた児童の割合
90％以上をめざす。

・「元気にあいさつできる」児童の割合
が95％以上をめざす。

・清掃用マスク着用率が９０％以上をめ
ざす。
・素早く清掃活動に取りかかる学校をめ
ざす。

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

資料


